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　理工学図書館のラーニング・コモンズ（以下、「LC」と表記）は、
2 期にわたる工事（第 1 期：2019 年 8~9 月、第 2 期：2020 年 2~3 月）
を経て、2020 年 4 月に完成した。51 号館地下 1 階のスペースを
大幅に改修し、利用者のニーズに対してより応える姿へと生まれ
変わった。
　理工学図書館は、1967 年 3 月の竣工以降、施設の老朽化が進
んでいた上、資料の電子化が進展したことに伴う「非来館型図書
館」を目指してきたこともあり、利用者数は限定的なものであっ
た。LC の設置は、新たな利用者層の開拓と学習・研究活動への
一層の貢献という、新たな方向へと舵を切るものとして計画さ
れ た。
　LC 設置の基本コンセプトは、1）静寂な個人での自学自修環
境の維持、2）グループワークのできる環境の整備、3）より開か
れたスペースを提供することによるコミュニケーションの場の整
備であり、キャンパス内の複数箇所に点在する他の LC との棲み
分けも意識したものとなった。また、LC のコンセプトカラーは、
西早稲田キャンパス内の他の施設との調和を図り、白と黒、そし
て赤として、それらを基調とした什器、カーペットで統一した。
　入館ゲートを入るとすぐ右にガラス張りのグループワークルー
ム 1 があり、その先に個人利用のためのパーソナルワークエリア
とラーニング・アシスタントデスク、ボックス席を配置している。
それらのスペースを総称して「ラーニング・コモンズ 1」としている。
　入館ゲート外に設置した「ラーニング・コモンズ 2」には、コ
ミュニケーションラウンジとグループワークルーム2を配置した。
コミュニケーションラウンジは、改修前のスペースとして学生に
好評であった開放閲覧室を継承したものである。グループワーク
ルーム 2 に大型モニターを設置し、複数名でのテレビ会議等での
活用も想定している。
　本稿執筆時の 2020 年 8 月末日現在、新型コロナウィルス感染
症への対応のため、第 2 期工事を経て感染症対策が取られる直前
に完成した「ラーニング・コモンズ 2」は利用者への提供が未だ
実現できない状況であり、非常に残念である。感染症対策を十分
に行った上で、一日も早い利用者への提供を実現し、学生・研究
者を中心とした利用者の学習・研究の推進に役立てて頂くことを
切望している。
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